
第
１
８
９
通
常
国
会
が
１
月
下

旬
か
ら
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
国
会
で

は
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

と
も
な
う
戦
争
関
連
法
を
は
じ
め
、

労
働
者
派
遣
法
改
定
案
、
混
合

診
療
拡
大
関
連
法
案
、
法
人
税

実
効
税
率
引
き
下
げ
、
年
金
給

付
減
額
な
ど
の
関
連
法
の
提
出
が

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
来
年
度
予
算
案
で
は
介
護

報
酬
の
削
減
も
企
図
さ
れ
、
ま
さ

に
大
企
業
や
大
金
持
ち
に
は
優

遇
策
、
社
会
的
弱
者
に
は
よ
り
厳

し
い
生
活
を
強
い
て
い
ま
す
。

昨
年
の
衆
議
院
選
挙
で
は
沖
縄

全
選
挙
区
で
辺
野
古
新
基
地
建

設
に
反
対
す
る
候
補
者
が
当
選

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
菅
義
偉

官
房
長
官
は
記
者
会
見
で
「辺
野

古
移
設
を
粛
々
と
進
め
た
い
」
と

民
意
を
無
視
す
る
発
言
を
し
、
引

き
続
き
基
地
建
設
を
強
権
的
に

進
め
る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
原
発
問
題
で
は
福
島
原
発

の
収
拾
も
、
廃
炉
へ
の
展
望
も
見

え
な
い
な
か
、
休
止
中
の
原
発
の
再

稼
働
へ前
の
め
り
で
す
。
鹿
児
島
県

の
川
内
原
発
、
福
井
県
の
高
浜
原

発
を
皮
切
り
に
全
国
の
原
発
の
再

稼
働
の
推
進
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
加
速
さ
せ
る
た
め
に
原

発
立
地
自
治
体
への
交
付
金
を
差

別
化
し
、
再
稼
働
に
は
手
厚
く
、

停
止
中
の
自
治
体
に
は
減
額
と
い

う
、
ま
さ
に
「
ア
メ
と
ム
チ
」
の
露
骨

な
方
針
で
臨
む
態
度
で
す
。

安
倍
首
相
は
就
任
後
の
記
者
会

見
で
「
改
憲
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
を
表
明
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
改
憲
の
「世
論
作
り
」

と
国
民
投
票
を
任
期
中
に
実
施

す
る
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

加
速
す
る
安
倍
首
相
の
暴
走
を

止
め
る
の
は
今
で
す
。
沖
縄
で
は
長

年
の
闘
い
の
蓄
積
の
上
に
、
運
動

も
選
挙
も
共
同
で
闘
い
、
衆
議
院

選
挙
に
勝
利
し
ま
し
た
。
こ
の
教

訓
を
本
土
で
も
生
か
し
、
安
倍
内

閣
の
暴
走
ス
ト
ッ
プ
の
た
め
の
広
範

な
共
同
の
運
動
と
共
同

の
選
挙
を
め
ざ
す
年
に

し
ま
し
ょ
う
。
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誰
も
が
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
す
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。
若
者
は
明
日
へ
の
希
望
が
持
て
る
社
会
、
お
年
寄

り
は
老
後
を
安
心
し
て
過
ご
せ
る
社
会
を
望
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
発
足
し
た
第
３
次
安
倍
内
閣
は
、
そ
ん
な

人
び
と
の
願
い
と
は
裏
腹
に
戦
争
・
貧
困
と
の
道
を
突
き

進
む
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
表
明
し
ま
し
た
。

今
年
は
そ
ん
な
政
治
は
い
ら
な
い
！
と
一
人
一
人
が
声

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

お年寄りも若者も

健康で文化的な生活をおくりたい

2015年の願い

１
月
下
旬
か
ら
通
常
国
会

悪
法
と
悪
政
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

止
め
よ
う

戦
争
と
貧
困
へ
の
道

金
と
脅
し
で
政
策
誘
導

沖
縄
、
脱
原
発
も
民
意
無
視

改
憲
へ
意
欲
表
明

歴
史
的
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

共
同
と
団
結

沖
縄
の
教
訓
を
本
土
に



安
倍
首
相
は
総
選
挙
で
、
政
権
発
足
か
ら

２
年
間
に
雇
用
は
１
０
０
万
人
増
加
と
自
画

自
賛
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
内
実
は
非

正
規
の
不
安
定
低
賃
金
雇
用
者
が
１
０
６
万

人
増
加
し
た
だ
け
で
す
。
逆
に
、
正
規
雇
用

者
が
32
万
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
賃

金
も
上
が
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
消
費
者
物

価
指
数
を
加
味
し
換
算
す
る
と
事
実
上
、
賃

金
は
下
が
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
総
務
省
の
２
０
１
４
年
７
月
～
９

月
の
家
計
調
査
で
は
、
勤
労
世
帯
１
カ
月
平

均
の
実
収
入
は
、
２
人
以
上
の
世
帯
で
は
昨

年
同
期
に
比
べ
名
目
２
・
１
％
、
実
質
５
・
９

％
ま
で
減
少
（11
月
発
表
）
し
て
い
ま
す
。

ま
た
安
倍
首
相
は
「
ト
リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
」
な

る
経
済
理
論
を
か
ざ
し
ま
す
。
つ
ま
り
景
気

が
良
く
な
り
、
企
業
収
益
が
増
え
る
と
賃
上

げ
に
つ
な
が
る
（
上
か
ら
下
へ
と
利
益
が
滴
り

落
ち
る
）
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現

実
は
大
企
業
の
利
益
は
「
内
部
留
保
」
と
「
株

主
配
当
」
に
回
さ
れ
、
労
働
者
に
は
ほ
と
ん

ど
還
元
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

衆
議
院
選
挙
で
、
現
行
の
「
小
選
挙
区
比

例
代
表
並
立
制
」
を
導
入
し
た
の
が
１
９
９

４
年
で
す
。
こ
の
選
挙
制
度
の
弊
害
は
与
党

第
一
党
が
４
割
の
得
票
で
７
～
８
割
近
い
議

席
を
占
め
、
他
の
候
補
者
の
票
は
「
死
に
票
」

と
な
り
ま
す
。
ま
た
少
数
野
党
は
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
か
ら
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
り
、
当
選

す
る
の
は
至
難
の
業
で
す
。

こ
の
選
挙
制
度
で
は
国
政
に
民
意
が
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
は
自

民
党
は
48
％
の
得
票
率
で
、
議
席
占
有
率
は

75
％
で
す
。
そ
の
上
、
投
票
率
は
戦
後
最
低

の
52
・
66
％
で
あ
り
、
国
民
は
自
民
党
や
安

倍
首
相
に
全
権
委
任
を
し
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
ん
な

ト
リ
ッ
ク

と
い
え
る

選
挙
制
度

は
改
め
、

民
意
が
正

し
く
反
映

で
き
る
仕

組
み
に
早

急
に
か
え

ま
し
ょ
う
。
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自公“圧勝”の裏に選挙制度のトリック

昨
年
12
月
、
安
倍
首
相
は
野
党
の
不

意
を
突
き
、
自
ら
が
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
解

散
」
と
称
し
た
解
散
・
総
選
挙
を
行
い
ま

し
た
。
選
挙
結
果
は
自
公
両
党
が
安
定

多
数
の
議
席
を
占
め
ま
し
た
。
安
倍
首

相
は
経
済
政
策
が
支
持
さ
れ
た
と
、
引

き
続
き
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
継
続
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
自
公
の
勝

利
は
、
安
倍
首
相
の
嘘
と
ご
ま
か
し
発

言
と
、
民
意
が
反
映
で
き
な
い
選
挙
制

度
の
ト
リ
ッ
ク
に
よ
る
も
の
で
す
。

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
の
恩
恵
は
あ
り
ま
し
た
か
？

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
ウ
ソ

「
雇
用
」
「
賃
金
」
は
ダ
ウ
ン

財
界
の
た
め
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

株
主
配
当
と
内
部
留
保
の
急
上
昇

「
圧
勝
」
は
選
挙
制
度
の
ト
リ
ッ
ク

民
意
を
歪
め
る
小
選
挙
区
制
度

東京新聞より抜粋

2014年12月総選挙
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